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紙面の都合上、一部の内容しか掲載することが出
来ません。私のＨＰでは日記をほぼ毎日更新してい
ますのでぜひご覧下さい。
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　「日記形式での県政報告Ｖｏｌ．７」をお届けします。先日、小山地区の敬老会に来
賓として出席しました。例年なら１５０名ほどが参加するところを３０名ほどに絞っ
て、入場時には手指消毒、体温検査、マスク着用と感染症対策を万全にしての開催
です。芝田地区長さんが主催者挨拶の中で「怒れば歳を取る、笑えば若返る」といっ
た話をされましたので、その話に続けて「笑いは伝播する。一人の笑いが周りの人の
笑いに広がっていく。コロナ禍で中々笑顔になれない時だからこそ、皆さんの笑顔で
この地域を明るくして欲しい」私はそのような挨拶をさせて頂きました。［笑う門に
は福来る」コロナで暗くなりがちな時だからこそ、日ごろの小さな出来事の中にも喜
びを見出して、いつも笑顔でこのコロナ禍を乗り越えて行きたいものです。今回は愛
知県議会９月定例会の内容が中心です。ぜひご一読頂き、県政を少しでも身近に感
じて頂けたら幸いです。

１０月２３日（金）午前１１時～１１時２５分
東海テレビ「愛知県議会だより」において、
神谷まさひろの質問も放送されます

（僅かの時間ですが）

9.3
たち無所属議員５名に対して愛知県９月定例
議会の議案などを説明する［連絡会］が開催さ
れました。今回はコロナ関係の補正予算額とし

ては７１９億円が計上されています。これで新型コロナウ
イルス感染症対策に関する予算額としては総額２５９５
億円になります。
 補正予算の中に「収入が減少した世帯に対する貸付事
業を拡大します」という項目がありました。「緊急小口資
金等の特例貸付」です。
 この事業について２月定例会の補正予算で計上された
段階では約１８億円でした。その後申込者が多くあり追
加の補正を重ね、更に９月議会では約５８億２千万円を
追加補正することになり、その結果合計では約１３４億７
６００万円を緊急で小口貸付をしたことになります。コロ
ナによって厳しい家計の状況を浮き彫りにした数字です。

私 くらしを守る・・政治の責任は本当に重大です！

厳しい家計の状況が浮き彫りに木

2020.10月発行

　新型コロナウイルス感染症患者に高度かつ適切な
医療を提供するため、高度医療向け設備（超音波画
像診断装置・血液浄化装置・気管支ファイバー・撮
影装置など）の整備を支援をします。

　対象機関→重点医療機関（３０医療機関）
 

④県立学校のトイレ洋式化等環境改善を図ります
１．トイレ環境の改善・空調設備の整備
　約２７億７千万円
◎感染リスクを低下させるため、５年計画（２０１９～
２０２３年度）で実施している県立学校の湿式トイレ
を対象とした床の乾式化や便器の洋式化等を加速
します。

＜整備数＞
　高等学校：５０校４５０か所
　特別支援学校：１０校９５か所
◎マスクの着用による熱中症発生等を防止するため、
県立高等学校の空調未整備校に空調設備の整備を
行います。

＜整備数＞全日制７校　夜間定時制４校
→この中には刈谷東高校も含まれています
２．スクールバスの購入　　約１億３千万円
　１台あたりの乗車人数を減らして通学時の感染リス
ク低下させるため、今年の４月臨時議会補正予算で
県立特別支援学校１６校にスクールバスを６８台増
車しました。このうち肢体不自由特別支援学校で借
り上げていたジャンボタクシーに代わり増車体制を
維持するためにリフト付き中型バスを購入すること
にしました。

＜配置数＞　４校５台
 

⑤県立学校におけるＩＣＴ環境の整備を推進します
　約２１億４千万円
　新型コロナウイルスの感染拡大防止とともに、ＧＩＧ
Ａスクール構想の更なる加速・強化を図るため、遠
隔・オンライン学習の環境整備や大型提示装置・生
徒用端末・入出力支援装置等の整備を行います。

【事業内容】
◎インターネット回線の追加整備
　専用の通信回線を整備し、県立学校の全教室におけ
るオンライン授業への対応、全教室でのＩＣＴ機器を
用いた学習に対応します。

◎大型提示装置の整備
　県立学校の全てのクラスに大型提示装置を整備し
ます。
　県立高等学校　１４８８台
　県立特別支援学校　１１９０台

◎生徒用端末の整備
　１学年に１クラス分のタブレット端末を整備します。
（６月補正予算では、１校あたり１クラス分の整備で
したが、それを拡充するものです）
　県立高等学校　６０００台→１８０００台
　（１校あたり　４０台→１２０台）
　県立特別支援学校については６月補正予算におい
て、全児童生徒分整備済みです

◎入出力支援装置の整備
　特別支援学校の児童生徒の障害の特性に配慮した
入出力支援装置を整備します

　点字ディスプレイ、音声読み上げソフト、視線入力装
置等

 
⑥学校給食に県産水産物を提供します
　予算額約１７億６千万円
■提供対象校
　公立の小学校・中学校・特別支援学校・夜間定時制
高等学校

■保護者の負担費用
　なし（無償提供）
■提供数量　約６７万人分
　　ウナギ　５０ｇ×５回
　　ニジマス　３０ｇ×１回
　　シラス　２０ｇ×１回
学校給食にウナギですかぁ～　普段なら考えられない
ような豪華な給食ですね。
 

⑦高齢者に対するインフルエンザ予防接種費用を助成
します
　新型コロナウイルスとインフルエンザが同時に流行
する場合を見据え、市町村が実施しているインフル
エンザワクチンの定期接種事業に対して、その自己
負担分を県が補助するものです。例えば刈谷市の場
合、これまでは「自己負担１０００円」で接種していた
ものを「自己負担なし」となるわけです。予算額は約
１８億円です。

　厚生労働省によると、今年のインフルエンザワクチン
供給量は約６３００万人分になる見通して、国民全
員分には及びません。このため原則として重症化リ
スクの高い６５歳以上の希望者から接種を始め、そ
れ以降の優先順位としては、医療従事者や高齢では
ないけれど重症化リスクの高い持病のある人、妊婦、
小学校低学年（２年生）までの子どもを優先するとの
ことです。

２月補正予算 ･･･････････････････２０億円
４月補正予算 ･････････････････３６５億円
５月専決補正予算 ･･･････････････２５億円
５月補正予算 ･････････････････２８８億円
６月補正予算 ･･･････････････ １,１６０億円
８月専決補正予算 ･･････････････ 18 億円
９月補正予算 ･････････････････719 億円
合計 ･･････････････････････2,595 億円

新型コロナウイルス感染症対策予算額
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9.18
和２年９月定例愛知県議会が今日から１０月１
３日まで２６日間の会期で開会しました。
 補正予算に計上された各種事業については最

終日の採決後に紹介したいと思いますが、ここでは知事
の提案説明の中から［歳入］の状況に触れた部分を抜き
出して紹介したいと思います。

◎本年度の県税収入は、当初予算において、法人二税に
ついて１割を超える減収を見込んで計上した。
◎しかし、コロナによる企業収益の減速を踏まえると、当初
予算計上額を更に大きく下回ることが避けられない。
◎そこで、９月補正予算において、県税及び地方譲与税を

令
愛知県の財政も厳しい状況です金

合わせて４００億円を減額することにした。
◎これについては、国が講じた資金繰り支援策による県
債の増発などにより対応することで、当面の財政運営
には支障はない。
◎しかし、今の厳しい経済情勢の影響が今後本格的に現
れて来るので、更に大幅な減収になるものと考えている。

　このようなことから、来年度
以降の財政運営は極めて厳
しいと考えられますので、一層
の行財政改革に取り組む必
要があります。 10.13

月定例愛知県議会
も今日が最終日で
す。補正予算の各

種事業の中から数点紹介し
ます・・・

 
①新型コロナウイルス感染症のＰＣＲ検査体制を拡充し
ます
　ＰＣＲ検査の需要増大に応えるため愛知県衛生研
究所において必要な試験試薬等を確保すると共に、
ＰＣＲ検査業務を藤田医科大学などに委託し検査
能力を拡充します。予算額４２億２２００万余円　内
容は・・・

１．検査体制強化推進事業費　３８億８４００万余円
○衛生研究所で実施するＰＣＲ検査に必要な試薬等
の購入

○衛生研究所でＰＣＲ検査を実施する検査員の派遣
委託（新規）

○ＰＣＲ検査業務を藤田医科大学などに委託（新規）
２．検査機関設備整備費補助金（新規）
　３億７６００万余円
○藤田医科大学など委託先が整備する検査機器の費
用への支援

○補助率　１０／１０
 

②コロナ感染症専門病院を開設して患者受入体制を強
化します

　岡崎市立愛知病院を活用し、県が新型コロナウイルス
感染症専門病院を設置・運営して感染症患者を集中
的に受入れます。

9  
１．施設の概要
○運営主体　愛知県
○所在地　病床数　当初は５０床→最大１００床へ
○設置予定日　２０２０年１０月１５日
２．事業内容
○中等症患者及び軽症の高齢者を重点的に受入れます
○医療スタッフは、県内にある４つの大学病院や医療
機関の協力を得て確保します。医師９人・看護師３８
人の体制で始め、感染拡大時には医師を１７人・看
護師を１１１人まで増員します。

３．９月議会では愛知県立愛知病院条例も制定されま
した

４．岡崎市立愛知病院の経緯
　昨年の３月までは［愛知県がんセンター愛知病院］と
して一般診療も行う県立の病院でした。しかし近年は
経営不振が続いており、平成２８年度決算では約４
億３０００万円の赤字を計上しており、昨年の４月よ
り土地と建物は県が市に１０年間無償で貸与し［岡
崎市立愛知病院］として
岡崎市に経営を移管し
たのです。そしてこの度、
市立から再び県立病院
に戻して運営されること
になったのです。

 
③コロナ患者及び疑い患者を受け入れる医療機関を支
援します
◎患者受入体制確保推進費補助金
　約４０１億２８００万円
　新型コロナウイルス感染症患者及び疑い患者を受
け入れるため空床とした病床に対して、確保料相当
額を支援します。

　対象機関→重点医療機関（３０医療機関）
　疑い患者受入協力医療機関（３３医療機関）
◎設備整備費補助金

９月定例議会最終日　補正予算の中から紹介します火

9.30 本会議での一般質問　皆様の声を届ける大切な場です水

般質問３日目。今日は自民党３名・新政あいち
２名・公明党１名、そして無所属の私も最後の
登壇者として質問をさせて頂きました。

 全国の自治体の中にはこのコロナ禍の中、議場内で密
になっている時間を出来るだけ短くする、あるいはコロ
ナ対策で忙しくなっている職員の皆様の負担を少しでも
軽減する、そういった目的で一般質問の時間を短縮した
り、一般質問そのものをやらなくなってしまったりすると
ころもあります。
　それに対して愛知県議会では、県民の声を届ける大
切な機会の一般質問を、どのような状況下においてもい
つもと変わらず（逆に、いつもより多い質問者数で）粛々
と行っていかれ、こうして会派に所属していない議員に
対しても質問の機会を設けて頂いていることは素晴らし
いと思っていますし、感謝をしています。

一 　質問項目は［次期愛知
県障害福祉計画につい
て］［新型コロナウイルス
感染症対策について］の２
件ですが、コロナ対策の
項目の中に［感染拡大に
よって疲弊した飲食店へ
の支援］といった内容も含

まれていましたから、実質的には３件であったと言える
かもしれませんね。

私の一般質問の様子は、私のホームページでも動画で
ご覧いただけます
神谷まさひろ 検 索

10.5 依佐美地区の工業団地　コロナの影響は？月

日（金）と今日の２日間、私の所属する経済労
働委員会が開催され、私は愛知県が実施して
いる［観光消費喚起事業ＬＯＶＥあいち］と［刈

谷依佐美地区の工業団地開発と企業誘致の状況］につ
いて質問をしました。依佐美地区の工業団地について、
そのやり取りです・・・
問　刈谷市は、国道４１９号沿いにおいて工業団地の開
発を企業庁に要請し、現在、刈谷依佐美地区として事
業が実施されている。 その後、新型コロナウイルス感
染症が拡大し、企業の投資環境も大きく影響を受けて

２ いると思うが、現在の刈谷依佐美地区の企業誘致の
状況はどうか。

答　来年度末の工事完了に向けて造成工事中。昨年１０
月に全１１区画、１１．３ｈａ の分譲を開始し、立地企
業の選定を行った結果、本年３月に全区画を７社に立
地の内定をした。しかしコロナの影響を受けたことに
より２区画を契約予定であった１社から契約辞退の申
し出があった。それ以外の６社とは９区画において土
地売買契約を締結している。

問　１社については契約辞退があったとのことである

が、今後どのように企業誘致を進めていくのか。
答　契約の辞退により２区画、約２ｈａが空き区画と
なっているので、新たな企業の再募集を９月２４日から
１１月４日まで行っている。今後、申込みのあった企業
の中から刈谷市の意向も踏まえて立地企業の選定を

行い、今年度中の契約締結に向けて努力する。
問　今の答弁の中で「刈谷市の意向も踏まえ」とあった
が、「刈谷市の意向を踏まえる」というのはどういった
ことなのか。
答　立地企業の選定にあたっては、申込書類に基づいて
企業庁用地立地審査委員会において最終的に内定企
業を決定している。内定企業の選定に当たっては「地
域社会の発展に寄与できること」とか「事業計画が確
実であること」などの審査基準にすべて合致する企業
が同一区画に２社以上ある場合は、刈谷市が決定し
た優先順位を踏まえて内定企業を決定していく。その
ことが「刈谷市の意向を踏まえる」ということである。
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ます・・・

 
①新型コロナウイルス感染症のＰＣＲ検査体制を拡充し
ます
　ＰＣＲ検査の需要増大に応えるため愛知県衛生研
究所において必要な試験試薬等を確保すると共に、
ＰＣＲ検査業務を藤田医科大学などに委託し検査
能力を拡充します。予算額４２億２２００万余円　内
容は・・・

１．検査体制強化推進事業費　３８億８４００万余円
○衛生研究所で実施するＰＣＲ検査に必要な試薬等
の購入

○衛生研究所でＰＣＲ検査を実施する検査員の派遣
委託（新規）

○ＰＣＲ検査業務を藤田医科大学などに委託（新規）
２．検査機関設備整備費補助金（新規）
　３億７６００万余円
○藤田医科大学など委託先が整備する検査機器の費
用への支援

○補助率　１０／１０
 

②コロナ感染症専門病院を開設して患者受入体制を強
化します

　岡崎市立愛知病院を活用し、県が新型コロナウイルス
感染症専門病院を設置・運営して感染症患者を集中
的に受入れます。

9  
１．施設の概要
○運営主体　愛知県
○所在地　病床数　当初は５０床→最大１００床へ
○設置予定日　２０２０年１０月１５日
２．事業内容
○中等症患者及び軽症の高齢者を重点的に受入れます
○医療スタッフは、県内にある４つの大学病院や医療
機関の協力を得て確保します。医師９人・看護師３８
人の体制で始め、感染拡大時には医師を１７人・看
護師を１１１人まで増員します。

３．９月議会では愛知県立愛知病院条例も制定されま
した

４．岡崎市立愛知病院の経緯
　昨年の３月までは［愛知県がんセンター愛知病院］と
して一般診療も行う県立の病院でした。しかし近年は
経営不振が続いており、平成２８年度決算では約４
億３０００万円の赤字を計上しており、昨年の４月よ
り土地と建物は県が市に１０年間無償で貸与し［岡
崎市立愛知病院］として
岡崎市に経営を移管し
たのです。そしてこの度、
市立から再び県立病院
に戻して運営されること
になったのです。

 
③コロナ患者及び疑い患者を受け入れる医療機関を支
援します
◎患者受入体制確保推進費補助金
　約４０１億２８００万円
　新型コロナウイルス感染症患者及び疑い患者を受
け入れるため空床とした病床に対して、確保料相当
額を支援します。

　対象機関→重点医療機関（３０医療機関）
　疑い患者受入協力医療機関（３３医療機関）
◎設備整備費補助金

９月定例議会最終日　補正予算の中から紹介します火

9.30 本会議での一般質問　皆様の声を届ける大切な場です水

般質問３日目。今日は自民党３名・新政あいち
２名・公明党１名、そして無所属の私も最後の
登壇者として質問をさせて頂きました。

 全国の自治体の中にはこのコロナ禍の中、議場内で密
になっている時間を出来るだけ短くする、あるいはコロ
ナ対策で忙しくなっている職員の皆様の負担を少しでも
軽減する、そういった目的で一般質問の時間を短縮した
り、一般質問そのものをやらなくなってしまったりすると
ころもあります。
　それに対して愛知県議会では、県民の声を届ける大
切な機会の一般質問を、どのような状況下においてもい
つもと変わらず（逆に、いつもより多い質問者数で）粛々
と行っていかれ、こうして会派に所属していない議員に
対しても質問の機会を設けて頂いていることは素晴らし
いと思っていますし、感謝をしています。

一 　質問項目は［次期愛知
県障害福祉計画につい
て］［新型コロナウイルス
感染症対策について］の２
件ですが、コロナ対策の
項目の中に［感染拡大に
よって疲弊した飲食店へ
の支援］といった内容も含

まれていましたから、実質的には３件であったと言える
かもしれませんね。

私の一般質問の様子は、私のホームページでも動画で
ご覧いただけます
神谷まさひろ 検 索

10.5 依佐美地区の工業団地　コロナの影響は？月

日（金）と今日の２日間、私の所属する経済労
働委員会が開催され、私は愛知県が実施して
いる［観光消費喚起事業ＬＯＶＥあいち］と［刈

谷依佐美地区の工業団地開発と企業誘致の状況］につ
いて質問をしました。依佐美地区の工業団地について、
そのやり取りです・・・
問　刈谷市は、国道４１９号沿いにおいて工業団地の開
発を企業庁に要請し、現在、刈谷依佐美地区として事
業が実施されている。 その後、新型コロナウイルス感
染症が拡大し、企業の投資環境も大きく影響を受けて

２ いると思うが、現在の刈谷依佐美地区の企業誘致の
状況はどうか。

答　来年度末の工事完了に向けて造成工事中。昨年１０
月に全１１区画、１１．３ｈａ の分譲を開始し、立地企
業の選定を行った結果、本年３月に全区画を７社に立
地の内定をした。しかしコロナの影響を受けたことに
より２区画を契約予定であった１社から契約辞退の申
し出があった。それ以外の６社とは９区画において土
地売買契約を締結している。

問　１社については契約辞退があったとのことである

が、今後どのように企業誘致を進めていくのか。
答　契約の辞退により２区画、約２ｈａが空き区画と
なっているので、新たな企業の再募集を９月２４日から
１１月４日まで行っている。今後、申込みのあった企業
の中から刈谷市の意向も踏まえて立地企業の選定を

行い、今年度中の契約締結に向けて努力する。
問　今の答弁の中で「刈谷市の意向も踏まえ」とあった
が、「刈谷市の意向を踏まえる」というのはどういった
ことなのか。
答　立地企業の選定にあたっては、申込書類に基づいて
企業庁用地立地審査委員会において最終的に内定企
業を決定している。内定企業の選定に当たっては「地
域社会の発展に寄与できること」とか「事業計画が確
実であること」などの審査基準にすべて合致する企業
が同一区画に２社以上ある場合は、刈谷市が決定し
た優先順位を踏まえて内定企業を決定していく。その
ことが「刈谷市の意向を踏まえる」ということである。
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紙面の都合上、一部の内容しか掲載することが出
来ません。私のＨＰでは日記をほぼ毎日更新してい
ますのでぜひご覧下さい。

4

　「日記形式での県政報告Ｖｏｌ．７」をお届けします。先日、小山地区の敬老会に来
賓として出席しました。例年なら１５０名ほどが参加するところを３０名ほどに絞っ
て、入場時には手指消毒、体温検査、マスク着用と感染症対策を万全にしての開催
です。芝田地区長さんが主催者挨拶の中で「怒れば歳を取る、笑えば若返る」といっ
た話をされましたので、その話に続けて「笑いは伝播する。一人の笑いが周りの人の
笑いに広がっていく。コロナ禍で中々笑顔になれない時だからこそ、皆さんの笑顔で
この地域を明るくして欲しい」私はそのような挨拶をさせて頂きました。［笑う門に
は福来る」コロナで暗くなりがちな時だからこそ、日ごろの小さな出来事の中にも喜
びを見出して、いつも笑顔でこのコロナ禍を乗り越えて行きたいものです。今回は愛
知県議会９月定例会の内容が中心です。ぜひご一読頂き、県政を少しでも身近に感
じて頂けたら幸いです。

１０月２３日（金）午前１１時～１１時２５分
東海テレビ「愛知県議会だより」において、
神谷まさひろの質問も放送されます

（僅かの時間ですが）

9.3
たち無所属議員５名に対して愛知県９月定例
議会の議案などを説明する［連絡会］が開催さ
れました。今回はコロナ関係の補正予算額とし

ては７１９億円が計上されています。これで新型コロナウ
イルス感染症対策に関する予算額としては総額２５９５
億円になります。
 補正予算の中に「収入が減少した世帯に対する貸付事
業を拡大します」という項目がありました。「緊急小口資
金等の特例貸付」です。
 この事業について２月定例会の補正予算で計上された
段階では約１８億円でした。その後申込者が多くあり追
加の補正を重ね、更に９月議会では約５８億２千万円を
追加補正することになり、その結果合計では約１３４億７
６００万円を緊急で小口貸付をしたことになります。コロ
ナによって厳しい家計の状況を浮き彫りにした数字です。

私 くらしを守る・・政治の責任は本当に重大です！

厳しい家計の状況が浮き彫りに木

2020.10月発行

　新型コロナウイルス感染症患者に高度かつ適切な
医療を提供するため、高度医療向け設備（超音波画
像診断装置・血液浄化装置・気管支ファイバー・撮
影装置など）の整備を支援をします。

　対象機関→重点医療機関（３０医療機関）
 

④県立学校のトイレ洋式化等環境改善を図ります
１．トイレ環境の改善・空調設備の整備
　約２７億７千万円
◎感染リスクを低下させるため、５年計画（２０１９～
２０２３年度）で実施している県立学校の湿式トイレ
を対象とした床の乾式化や便器の洋式化等を加速
します。

＜整備数＞
　高等学校：５０校４５０か所
　特別支援学校：１０校９５か所
◎マスクの着用による熱中症発生等を防止するため、
県立高等学校の空調未整備校に空調設備の整備を
行います。

＜整備数＞全日制７校　夜間定時制４校
→この中には刈谷東高校も含まれています
２．スクールバスの購入　　約１億３千万円
　１台あたりの乗車人数を減らして通学時の感染リス
ク低下させるため、今年の４月臨時議会補正予算で
県立特別支援学校１６校にスクールバスを６８台増
車しました。このうち肢体不自由特別支援学校で借
り上げていたジャンボタクシーに代わり増車体制を
維持するためにリフト付き中型バスを購入すること
にしました。

＜配置数＞　４校５台
 

⑤県立学校におけるＩＣＴ環境の整備を推進します
　約２１億４千万円
　新型コロナウイルスの感染拡大防止とともに、ＧＩＧ
Ａスクール構想の更なる加速・強化を図るため、遠
隔・オンライン学習の環境整備や大型提示装置・生
徒用端末・入出力支援装置等の整備を行います。

【事業内容】
◎インターネット回線の追加整備
　専用の通信回線を整備し、県立学校の全教室におけ
るオンライン授業への対応、全教室でのＩＣＴ機器を
用いた学習に対応します。

◎大型提示装置の整備
　県立学校の全てのクラスに大型提示装置を整備し
ます。
　県立高等学校　１４８８台
　県立特別支援学校　１１９０台

◎生徒用端末の整備
　１学年に１クラス分のタブレット端末を整備します。
（６月補正予算では、１校あたり１クラス分の整備で
したが、それを拡充するものです）
　県立高等学校　６０００台→１８０００台
　（１校あたり　４０台→１２０台）
　県立特別支援学校については６月補正予算におい
て、全児童生徒分整備済みです

◎入出力支援装置の整備
　特別支援学校の児童生徒の障害の特性に配慮した
入出力支援装置を整備します

　点字ディスプレイ、音声読み上げソフト、視線入力装
置等

 
⑥学校給食に県産水産物を提供します
　予算額約１７億６千万円
■提供対象校
　公立の小学校・中学校・特別支援学校・夜間定時制
高等学校

■保護者の負担費用
　なし（無償提供）
■提供数量　約６７万人分
　　ウナギ　５０ｇ×５回
　　ニジマス　３０ｇ×１回
　　シラス　２０ｇ×１回
学校給食にウナギですかぁ～　普段なら考えられない
ような豪華な給食ですね。
 

⑦高齢者に対するインフルエンザ予防接種費用を助成
します
　新型コロナウイルスとインフルエンザが同時に流行
する場合を見据え、市町村が実施しているインフル
エンザワクチンの定期接種事業に対して、その自己
負担分を県が補助するものです。例えば刈谷市の場
合、これまでは「自己負担１０００円」で接種していた
ものを「自己負担なし」となるわけです。予算額は約
１８億円です。

　厚生労働省によると、今年のインフルエンザワクチン
供給量は約６３００万人分になる見通して、国民全
員分には及びません。このため原則として重症化リ
スクの高い６５歳以上の希望者から接種を始め、そ
れ以降の優先順位としては、医療従事者や高齢では
ないけれど重症化リスクの高い持病のある人、妊婦、
小学校低学年（２年生）までの子どもを優先するとの
ことです。

２月補正予算 ･･･････････････････２０億円
４月補正予算 ･････････････････３６５億円
５月専決補正予算 ･･･････････････２５億円
５月補正予算 ･････････････････２８８億円
６月補正予算 ･･･････････････ １,１６０億円
８月専決補正予算 ･･････････････ 18 億円
９月補正予算 ･････････････････719 億円
合計 ･･････････････････････2,595 億円

新型コロナウイルス感染症対策予算額


